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＜連絡事項＞
・中央配管故障し、一時吸引が使用できない状況でしたが復旧しました。今後は東酸が定期的にチェックし対応してくれますが、また不具合が生じた際には東酸に連絡が必要です。ただ東病棟も同時に故障することがあるので、必ず東病棟と状況を確認しあいながら、東酸へ連絡するようにしてください。

＜患者様連絡事項＞
・工藤　仁八様～13：00南山苑入所の為、退院となる。

・工藤 鎭典様～5/16(木)15：00南山苑の訪問調査(対面)予定。

・伊達　勝江様～柞木田Dr診察。胸部レントゲンにて浸潤影あり、聴診上両側雑音あり。絶食とし、本日より点滴2本/日(心負担考慮し、できればキープで)、抗生剤投与指示あり。点滴の自己抜去あり、ミトン着用許可。内服はバルサルタン以外除剤指示あり、薬局へ依頼済み。酸素は酸素飽和度90％以上Keepできるよう適宜流量・調整可の指示あり。

・坂本　和子様～喘鳴と泡沫状の痰が続くためベッド移動し、金Drから吸引指示いただいている。

＜ベッド移動＞
坂本和子様　B102→B101
豊川フク様　B101→B102

＜村上Dr診察＞
・全員退院OK。施設入所に向けてテープ剤は経口内服に変更かけるとのこと。
テープ剤使用している患者一覧を村上Drへ送信済み。

＜深澤Dr診察＞
[bookmark: _GoBack]・前田ナナ子様～退院調整は急がなくてもよいとのこと。

・土橋タキ様～不潔行為がひどくなっていることを報告。不穏時頓服使用し対応するようにと指示あり。

・蛭子レイ様～粗暴行為あることを報告。意識消失した経緯があるので、内服はこのまま経過観察するようにとのこと。
＜要注目患者様＞
・山田　剛也～本日は発熱無しで経過。体温36.3℃、脈拍61回/分、血圧113/51mmhg、酸素飽和度98％～97％	。意識レベル低下なく活気あり。														
・前田　ナナ子様～バイタルサインの変動なし。看護ケア時軽度の抵抗みられるが声かけには穏やかに返答あり。

・伊達　勝江様～体温37.4℃、脈拍65回/分、血圧123/73mmhg、酸素飽和度96％、意識レベル低下なし。活気あり返答しっかりしている。点滴自己抜去により身体管理継続困難なため、主治医指示の下片手ミトン使用中。

・坂本　和子様～喘鳴あり、食事は一部介助にて1/2～2/3摂取している。義歯外して様子みている。

・西舘　りね様～希死的言動なし。脱肛からの出血微量にあり。

・川口　博至様～朝からベッド上で食事摂取し、朝2/3昼は不食している。閉眼しており疎通にムラあり。

・北村　定美様～オムツ交換時の抵抗著しく2名で対応している。「どうもありがとう」と言いながら、足を閉じて両手で抵抗あり。スキンテアに注意して介入してください。

・土橋　タキ様～トイレに行く意識なく放尿、放便あり。こまめにトイレ誘導行いましょう。

・前川　裕孝様～食事は自力で摂取していたが途中むせ込みある。落ち着いてから食事再開しようとするも「いらない」と話し、朝昼ともに1/3のみで終了。水分摂取促している。


＜早狩PSWから＞
・田村　勝一様～退院前訪問指導が必要ではないかと話がでている。退院前カンファレンスを自宅で行う形でもよいとので、地域と情報連絡する場を調整していく。

・伊藤　孝子様～本人が長男との面会を希望しているため、後見人に確認していく。

＜インシデント振り返り＞
・伊達　勝江様～5/14(火)15：20介助にて茶ゼリー摂取し、2分後に顔面蒼白、口唇チアノーゼあり吸引施行し、酸素飽和度70％台。酸素2L投与している。
【対策】
・ゼリーが大きすぎないように崩して食べさせる。
・一口ずつ嚥下を確認してから介助をする。

＜行動制限最小化検討会＞
・佐々木　チヨ様～離床中は立ち上がり行動ない。姿勢の崩れあるが枕でのポジショニングをとり体位保持できている。安全ベルトは着用せず観察強化にて対応していく。

・伊達　勝江様～点滴自己抜去により身体管理継続困難な為、主治医指示の下
片手ミトン使用中。

